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 宇宙線ミュオンを用いたラジオグラフィ(ミュオグラフィ)は、巨大な物体の内部構造を

非破壊で透視することが可能な技術である。近年では、火山やピラミッドなどの内部構造

調査に応用されている。我々はこの技術を中・小規模なインフラ設備の維持管理へと拡張

しようと考えており、これが実現すれば、安心・安全な社会の構築に貢献できる。それに

向けたミュオグラフィ検出器[1]及び解析手法の開発を行っている。 

本研究では、PHITS[2]と PARMA[3,4]モデルを用いて我々が開発したシミュレーションシ

ステムの妥当性の検証を行う。その体系として橋梁を模擬したコンクリート試験片を用い

る。そしてそのシステムを使用し、当研究室で提案されたエネルギーウインドウ型ミュオ

グラフィ (Energy-window muography 以下 EWM)の有効性を検討することを目的とする。 

検証に用いた橋梁試験片の概要を Fig.1 に示す。まず、この試験片のシミュレーションと

実験を行いその両結果を比較した。両者は良い一致を示していた。 

次に、入射ミュオンのエネルギーを限定する EWM のシミュレーションを行い、その結果

を通常のミュオグラフィシミュレーションの結果と比較した。その結果を Fig.2 に示す。図

はそれぞれミュオンの減衰率分布を表しており、左図は通常のミュオグラフィ結果、右図

は EWM の結果である。右図では入射ミュオンを低エネルギーのみに限定することによって、

劣化部位の明瞭なイメージングが可能となった。また、計測時間の短縮化も可能だと分か

った。会議では詳細な解析結果を示す。 
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Fig.1 The structure of the sample 

     used in validation 
Fig.2 Distributions of attenuation 

(Left : Normal muography, Right : EWM) 
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